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I.目 的  設 置が簡易で高収量が得 られ る等 の理 由か らマルチ資材 として ビユール

が広 く普及 している。しか し,使用後 に農業廃乗物 とな るので環境 に とつて望ま しく

ない。そ こで,本研 究では コス ト面や環境 面で優れ′てい る籾殻 ,稲わ ら,米糠 の有機物

をマルチ資材 として使用す る。そ して土壌水分や地温 に対す る影響 ,及び士壌物理性

の変化を,裸地,黒ビニ
ールマルチ と比較 し,有機物マルチの特性 を明 らかにす る。

H.方 法 ・測定項 目 岐 阜大学内の圃場に畝を 2畝 設 け,一方の畝に トウモ ロコシを播

種 した。各畝を 5つ の試験 区(裸地 ,籾殻 ,稲わ ら,米糠 ,黒ビニ
ール)に分 け,計 10種 類の

試験区を設置 した。各試験区の七壌 を表層か ら順に 0～ 5cm,5～ 10cmと 区分け し,マ

ルチ設置前 と収穫後にサ ンプ リングを行い,採取 した士壌 を用 いて,有機物含有量,団

粒化度 ,C/N比 ,有効水分量について測定 した。また,各試験 区の上壌水分 ,地温,それに

収量について も測定 した。試験は 5/21～7/20の 61日 間行 つた.

HI.結果及び 考察 ① 土壌物理性の改善 :米 糠 の試験 rX~(特に 0～ 5cm層 )ではマルチ

設置前に比べて収穫後の有機物含有量 と団粒化度が増加 を示 したが,籾殻や稲 わ ら

の試験 区では 日立った変化はみ られなかつた。これ夕には,有機物 の分解速度が関係 し

ている と考え られ る。今回のよ うな 2ヶ 月間 とい う短い栽培期間であって も,米糠 は

分解速度が速 いため,糸状 菌が増殖 し,表層部の士壌物理性が改善 された と思われ る.

ゆえに行機物の種類 ,栽培期間 によつて土壌環境 に対す る影響は変化す るといえる。

②地温 11昇抑制効果 :籾 殻 と稲わ らの試験必:は全体的 に裸地や黒 ビニールに比べて

低い地温を保 つていた。栽培期間中の最高地温 も低 く,特に 0～ 5cm層 では裸地や黒

ビユール よ りも 20～ 30℃ 低かつた,よって,籾殻 と稲わ らは地温上昇抑制効果がある

と考え られ る,また米糠は,裸地や黒 ビニ
ール よ り市,い地温を示す期間があった。これ

は発酵 による表面の変色,差酵温度が関係 してい ると考え られ る.③有効雨量率 :降

雨後の 11壌水 分の増加 壁を見る と,有機物マル チは裸 地に比べて利用 できる雨量は

約 5～ 10%少 なかつた。また,米糠 の試験区では,発酵 が進むにつれ表面のひび割れが

起 きて きたため,時間が経過す るにつれ て降雨に よる■壌水分の増加 量が大 きくな

るとい う傾向がみ られた,①蒸発抑制効果 :有 機物マルチは裸地 よ りも蒸発が約 20

～ 30%抑 え られ ていたが,有機 物 の種類 によるた興はそれ ほ どみ られ なかつた ,⑤収

畳調査 :籾殻 と稲わ らの試験区で黒 ビニール と同程度の結果が得 られた。これは籾殻

と稲 わ らマルチは,トウモ ロヨン栽培 に適 した土壌 水分 と地温 を保 つていたため,こ

のよ うな結果が得 られた と考 えられ る。一方,米糠 は上壌物理性の改善がみ られたが,

収量は低かつた。これは発酵熱の影響 と思われ る。

Ⅳ .まとめ 今 回の試験 ではそれぞれ の有機物で土壌物理性 の改善や地温上昇抑制

効果な どの結果が得 られたが,設置量や使用時期 ,栽培期間や作物によつて有機物が

与える影響 も変化す ると考 え られ る.よつて,有機物 の特性 を明 らかにす るには今後

さらなる検討が必要である。
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